
①点眼前によく手を洗う。
②容器の先が眼や指に触れないように
注意してさす。
③点眼後は、できればまばたきをしな
　いで、1、2分間、静かに目を閉じ、　
　目頭を軽く押さえる。
④目の周りにこぼれた液は、洗い流す
　か拭き取る。
※複数の点眼薬を使っている場合は、
間隔を5分以上空ける。
※量は1回1滴で十分です。たくさん点
眼しても効果は増えないばかりか、副
作用が増える可能性があります。「何か
変だな」と思ったら、どんなことでもた
めらわず、医師や薬剤師にすぐ相談し
てください。
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40歳以上の20人に1人が発症、日本人の失明原因の1位

自
覚
症
状
が
な
く
て
も
眼
科
の
定
期
検
診
を
受
け
、
早
期
発
見
で
適
切
な
治
療
を

『
緑
内
障
』

　日本では、40歳以上の20人に１人が緑内障といわれ、失明原因の第1位です。「しかし、治療
が必要な患者さんのうち、約9割が診断を受けていない潜在患者さんといわれています」と話す、
グレース眼科クリニックの内藤知子院長に、緑内障の症状や診断、治療法などを聞きました。

■内藤知子院長　1997年岡山
大学医学部卒業。岡山大学病
院眼科講師を経て、「グレース
眼科クリニック」を開業。20年
以上、緑内障、白内障の治療
に従事。日本緑内障学会評議
員。ベストドクター（米ベス
トドクターズ社）4期連続選出

毛様体

水晶体

シュレム菅

隅
ぐうかく

角

角膜

虹
こうさい

彩

線
せんいちゅうたい

維柱帯

房
ぼうすい

水

▶
正
常
な
見
え
方
（
上
）
と
緑
内
障
の
見
え
方
（
下
）
の
イ
メ
ー
ジ
。

緑
内
障
で
は
、
黄
色
点
線
内
の
窓
や
子
ど
も
が
消
え
て
い
ま
す

　
緑
内
障
に
な
る
と
、
眼
圧

の
影
響
で
視
神
経
が
傷
ん
で

徐
々
に
減
っ
て
い
き
、
視
野

が
周
囲
か
ら
欠
け
て
い
き
ま

す
。
恐
ろ
し
い
の
は
、
緑
内

障
に
よ
る
視
野
障
害
は
自
覚

症
状
に
乏
し
い
こ
と
で
す
。

視
野
が
欠
損
し
て
い
て
も
、

緑
内
障
に
な
っ
て
い
な
い
方

の
目
や
、
脳
が
視
野
を
補
完

す
る
た
め
、
欠
損
部
は
黒
く

見
え
ず
、
片
目
が
失
明
寸
前

で
も
気
付
か
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
緑
内
障
で

は
痛
み
や
か
ゆ
み
な
ど
の
症

術
療
法
を
検
討
し
ま
す
。

　
眼
圧
を
下
げ
る
効
果
の
高

い
レ
ー
ザ
ー
治
療
法
と
し

て
、
Ｓ
Ｌ
Ｔ
（
選
択
的
レ
ー

ザ
ー
線
維
柱
帯
形
成
術
）
が

あ
り
ま
す
。
眼
内
の
水
の
出

口
で
あ
る「
線
維
柱
帯
」に
レ

ー
ザ
ー
を
当
て
る
こ
と
で
、

体
内
の
自
然
治
癒
反
応
が
引

き
起
こ
さ
れ
、
房
水
の
排
水

機
能
が
改
善
し
、
眼
圧
を
下

眼
圧
が
十
分
に
下
が
ら
な

い
、
ま
た
は
眼
圧
が
あ
る
程

度
下
が
っ
て
も
視
野
の
悪
化

が
止
め
ら
れ
な
い
時
に
、
手

術
を
検
討
し
ま
す
。
　

　
主
な
手
術
法
は
表
③
の
３

つ
で
す
。

　
手
術
の
流
れ
は
、
術
前
検

査
と
し
て
、
視
力
・
眼
圧
・

視
野
・
隅
角
・
Ｏ
Ｃ
Ｔ
検
査

な
ど
を
行
い
、
血
圧
や
心
電

図
・
治
療
中
の
内
服
薬
な
ど

も
確
認
し
ま
す
。
手
術
は
局

所
麻
酔
で
、
病
状
に
よ
り
日

帰
り
が
可
能
で
す
。
手
術
時

間
は
術
式
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
通
常
15
分
〜
50
分

ほ
ど
。
術
後
は
し
ば
ら
く
休

ん
で
、
当
日
は
眼
帯
を
付
け

た
ま
ま
帰
宅
と
な
り
ま
す

が
、
翌
日
に
は
眼
帯
を
外
し

て
保
護
メ
ガ
ネ
な
ど
で
過
ご

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

視
野
が
欠
損
し
て
も
気
付
か
な
い
緑
内
障

日
本
人
に
一
番
多
い
の
は
、
眼
圧
が
正
常
な
タ
イ
プ

治
療
の
基
本
は
目
薬
。
視
野
障
害
が
進
行
す
れ
ば

レ
ー
ザ
ー
治
療
や
手
術
療
法
を
検
討

　
緑
内
障
は
、
レ
ー
ザ
ー
治

療
や
手
術
で
、
視
力
が
回
復

し
た
り
、
視
野
が
広
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
傷
ん
だ
視
神
経
や
視
野

は
元
に
は
戻
ら
な
い
か
ら
で

す
。

　
し
か
し
適
切
な
治
療
を
受

け
れ
ば
、
視
力
と
視
野
を
保

つ
こ
と
は
可
能
で
す
。実
際
、

き
ち
ん
と
治
療
さ
れ
て
い
る

患
者
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
失

明
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
だ
け
に
、
早
期
発
見

が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
見

つ
け
る
に
は
眼
科
検
診
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
見
え
方
に
違

和
感
の
あ
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
40
歳
以
上
の
方
は
、
症

状
が
な
く
て
も
定
期
的
に
検

診
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

最
も
重
要
な
の
は
早
期
発
見

治
療
は
眼
機
能
維
持
が
目
的

　房水の出口である線維柱帯を切り広げて、
水はけを良くする手術。視力低下などの機
能障害が起こりずらいのがメリット。手術時
間は10分程度。

■線維柱帯切開術

　房水を眼内から外に流すバイパスを作り、
流れ出た房水を濾過胞（ろかほう）にためる
ことで眼圧が低下する。緑内障の最も一般
的な手術で、手術時間は20分～ 45分程度。

■線維柱帯切除術

■緑内障チューブインプラント手術
　医療用シリコンプレートを眼内に留置し
て、チューブを通して房水を排出して、眼圧
を下げる。手術時間は30分程度

主な手術法

【正しい点眼法】

●原発開放隅角緑内障…隅角は開
いているが、慢性的に房水の流れ
が悪く、眼圧が高い状態が続くう
ちに発症するタイプ。
●正常眼圧緑内障…眼圧は正常範
囲にあるにもかかわらず、緑内障
性視神経障害が起こる。
●原発閉塞隅角緑内障…隅角部分
が虹彩によってふさがれ狭くなっ
て発症するタイプ。
※ひと昔前は、原発閉塞隅角緑内
障の急性発作時に、本来透明な瞳
孔が青緑色に見えることから、俗
に「あおそこひ」と呼ばれていた。

（日本緑内障学会多治見緑内障
疫学調査・2000年～ 2001年）

【緑内障の病型】表①

表③

表②

Hg

【参考文献】Hoste AM. Bull Soc Belge Ophthalmol.2003;(287):65-71

青矢印（　  ）は
房水の流れ

※

早
期
発
見
に
有
効
な

光
干
渉
断
層
計（
Ｏ
Ｃ
Ｔ
）

　
緑
内
障
が
疑
わ
れ
る
場

合
、
眼
圧
検
査
、
隅
角
検
査
、

視
野
検
査
、
眼
底
検
査
を
行

い
ま
す
。
加
え
て
、
当
院
で

も
使
用
し
て
い
る
最
新
鋭
の

光
干
渉
断
層
計（
Ｏ
Ｃ
Ｔ
）を

用
い
た
検
査
は
、
早
期
発
見

に
有
効
で
す
。
Ｏ
Ｃ
Ｔ
は
、

眼
底
に
弱
い
赤
外
線
を
当

て
、
そ
の
写
真
を
解
析
す
る

こ
と
で
網
膜
の
断
層
画
像
が

得
ら
れ
る
器
械
。
従
来
の
検

査
で
は
発
見
が
難
し
か
っ
た

網
膜
の
微
細
な
変
化
を
捉
え

る
こ
と
が
で
き
、
緑
内
障
に

よ
っ
て
障
害
さ
れ
た
視
神
経

線
維
と
細
胞
層
の
異
常
を
よ

り
早
く
発
見
で
き
ま
す
。
検

査
に
痛
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
め
に
も
、
正
し
い
点
眼
法

（
表
②
）を
身
に
付
け
る
こ
と

も
大
切
で
す
。

レ
ー
ザ
ー
治
療
は
痛
み
も

な
く
、
５
分
程
度
で
終
了

　
目
薬
で
眼
圧
が
し
っ
か
り

下
が
ら
な
い
、
下
が
っ
て
も

視
野
障
害
が
進
行
す
る
場
合

に
は
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
や
手

げ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
治
療
前
に
点
眼
麻
酔
を

し
、
専
用
レ
ン
ズ
を
着
用
し

て
レ
ー
ザ
ー
照
射
を
し
ま

す
。
座
っ
た
ま
ま
約
５
分
で

終
了
し
、入
院
も
不
要
で
す
。

非
常
に
低
出
力
の
レ
ー
ザ
ー

な
の
で
、
治
療
中
の
痛
み
も

な
く
、
眼
内
構
造
や
体
へ
の

負
担
も
あ
り
ま
せ
ん
。
治
療

中
の
痛
み
も
な
く
、
一
度
レ

ー
ザ
ー
治
療
を
す
る
と
効
果

が
数
年
持
続
す
る
の
も
特
徴

で
す
。

　
な
お
、
Ｓ
Ｌ
Ｔ
治
療
後
、

か
す
み
や
結
膜
充
血
な
ど
を

感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
数
日
で
収
ま
り
ま
す
。

眼
圧
を
下
げ
る
手
術
は

日
帰
り
が
可
能

　
目
薬
や
レ
ー
ザ
ー
治
療
で

状
も
起
こ
り
ま
せ
ん
。

〝
眼
圧
が
高
い
＝
緑
内
障
〞

と
は
い
え
な
い

　
緑
内
障
と
い
う
と
眼
圧
が

高
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
、
以
前
は
眼
圧
の
上
昇
が

最
大
の
原
因
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
眼
圧
が
正
常
で
も

緑
内
障
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
実
は
日
本
人
に
一

番
多
い
の
は
「
正
常
眼
圧
緑

内
障
」、
眼
圧
が
正
常
値（
10

〜
21
㎜
　
）の
範
囲
内
に
あ

っ
て
も
、
神
経
の
障
害
が
進

ん
で
し
ま
う
緑
内
障
で
、
約

７
割
を
占
め
ま
す
（
表
①
）。

逆
に
、
眼
圧
が
少
し
高
め
で

も
視
野
障
害
を
来
し
て
い
な

い「
高
眼
圧
症
」も
あ
り
、〝
眼

圧
が
高
い
＝
緑
内
障
〞
と
は

い
え
ま
せ
ん
。

　
緑
内
障
治
療
の
基
本
は
目

薬
で
す
。
ま
ず
は
治
療
開
始

時
に
眼
圧
を
測
り
、
進
行
の

早
さ
や
患
者
さ
ん
の
年
齢
な

ど
を
考
慮
し
、〝
眼
圧
を
こ

こ
ま
で
下
げ
る
〞
と
い
う
目

標
値
を
決
め
ま
す
。
通
常
、

１
種
類
か
ら
始
め
て
、
目
標

値
ま
で
眼
圧
が
下
が
り
、
進

行
が
止
ま
れ
ば
、
そ
の
ま
ま

治
療
（
点
眼
）
を
続
け
ま
す
。

下
が
ら
な
い
場
合
は
、
薬
を

変
え
る
か
、
２
種
類
以
上
に

増
や
す
な
ど
し
ま
す
。

目
薬
は
正
し
い
点
眼
法
で

　
ま
た
、
薬
の
効
果
を
引
き

出
し
、
副
作
用
を
軽
減
す
る


